


い
く
た
の
模
索
の
回
廊
を
通
っ
た
後
、
明
日
をどん

求
め
て
一
人
の
女
が
歩
き
始
め
る
。

止
日
も
な
く
椴

帳
が
降
り
て
未
る
o
l--
I
l
l
i
-
-

昨
年
十
月
二
十
九
日
、
東
京
、
乏
の
J
A

ル
パ
ル

ク
ホ
ー
ル
(
都
復
貯
金
会
館
)
は
、
吐
阜
の
よ
ヨ

な
静
け
さ
の
後
、
大
き
な
拘
チ
に
色
ま
れ
ま
し
た
。

極
楽
浄
土
へ
続
く
純
白
の
布

(
女
人
救
済
の
士
戸

川
町
す
の
布
椿
)
が
、
瞬
時
に
舞
台
奥
へ
沖
び
る
息

を
の
む
よ
う
に
神
々
し
い
シ
ー
ン
は
、

グ
浄
土
へ

一行

く
定
と
こ
と
ん
舞
踊
を
続
け
よ
H

と
い
う
啓
一
一
巾
の

よ
う
な
気
が
致
し
ま
し
た
。

す
百
晴
香
と
い
う
後

継
者
を
得
て
、
和
の
一
つ
の
幕
は
降
り
ま
し
た
が
、

新
た
な
創
咋
の
勇
気
を
会
場
一
杯
の
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
の
で
す
。

四
十
周
年
記
A叫
ん

b

演

「
立
山
ま
ん
だ

ら」

よ
演

に
至
る
迄
の
道
桂
は
、
常
に
自
ら
と
対
峠
す
る
厳

し
い
も
の
で
し
た
が
、
。
え
き
る
こ
と
は
踊
る
こ
と
。

と
命
じ
て
来
ま
し
た
。
4

料
が
私

ら
し
く
生
き
る
こ

と
は
、
踊
り
き
る
こ
と
し
か
な
い
の
で
す
。

も
ち

ろ
ん
こ
う
よ
言
い
切
る
の
に
は
、
家
族
の
、
後
延
し

て
下
さ
る
皆
様
の
、
又
感
性
鋭
い
ス
タ

ッ
フ
の
惜

し
み
な
い
ご
協
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。

こ
ん
な

に
一
つ
の
道
に
専
乏
し
え
る
幸
せ
な
人
周
は
ど
こ

に
い
る
で
し
ょ
う
。

心
か
ら
、
神
な
る
山
立
山
に
、

皆
様
に
、
自
に
見
え
な
い
大
い
な
る
カ
に
感
謝
の

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
十

一
月
末
、
二
日
用
に
去
る
志
周
丈

化

ホ
ー

ル
で
の
昇
演
も
無
事
終
ゴ
し
、
よ
司
フ
ゃ
く
落

ち
つ
い
た
頃
、
文
化
庁
よ
り
、
足
い
も
か
け
ぬ
嬉

し
い
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
。

芸
術
帯
に
初
め
て

参
炉
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
立
山
ま
ん
だ
ら
」
が
、

芸
術
脊
賞
受
賞
に
決
ま

っ
た
の
で
す
。

驚
き
と
感

謝
の
浮
近
感
の
中
で
、
白
い
布
椿
が
ス
!
と
頭
の

中
を
よ
ぎ

り
ま
し
た
。

や
は
り
、
生
あ
る
限
り
創

作
を
し
よ
う
と
深
く
叫
に
銘
じ
ま
し
た
。

合
本
、
照
明
、
音
響
、
舞
台
美
術
、
衣
装
、
そ

し
て
踊
り
チ
と
、
最
高
の
も
の
が
融
合
し
た
、
一

生
に
一
度
巡
り
あ
え
る
か
否
か
の
舞
台
で
し
た
。

想
い
を
練
る
こ
と
一
年
令
。

何
度
も
琉
小
路
に
述

い
こ
ん
だ

「
立
山
ま
ん
だ
ら
」

で
し
た
が
、
ほ
ん

と
う
に
多
く
の
も
の
を
、

.
こ
の
咋
ロ
∞
か
ら
与
え
ら

れ
た
と
足
い
ま
す
。

ー
ー
ー

さ
あ
、
「
立
山
ま
ん
だ
ら
」
か
ら
、
ス
新
し
い

一
歩
が
始
ま

り
ま
す
。

ラ
ス
ト
シ

l
ン
の
一
へ
の

女

の
よ
う
に
:
:
・

日本の心を奏でる
石垣征山・清美夫妻

「
な
か
な
か
も
ら
え
な
い
賞
を
二
度
も
い
た
だ
け
た
の
で
、
と
っ
て
も
う

れ
し
い
で
す
。」
昨
年
の
十
二
月
に
二
度
目
の
文
化
庁
芸
術
祭
賞
に
輝
い
た
、

魚
津
市
出
身
で
わ
が
国
の
尺
八
の
第

一
人
者
で
あ
る
石
垣
征
山
さ
ん
に
、
東

京
豊
島
区
の
自
宅
で
、
受
賞
の
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
琴
の
演
奏
家
と
し
て
有
名
な
夫
人
の
清
美
さ
ん
と
の
「
ジ

ョ
イ
ン
ト

・
リ
サ
イ
タ
ル

・
5
」
の
成
果
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
夫
妻

の
ぴ
っ
た
り
と
息
の
合
っ
た
、
感
動
的
な
演
奏
は
、
多
く
の
人
々
に
強
い
感

銘
を
与
え
ま
し
た
。

石
垣
さ
ん
と
清
美
夫
人
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
も
既
に
二
十
五
回

を
数
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
今
回
の
受
賞
は
大
変
励
み
に
な

っ
た
と

の
こ
と
で
す
。

「尺
八
は
も
の
す
ご
く
単
純
な
構
造
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
音
色
は
と

て
も
複
雑
で
す
。
力
強
さ
と
繊
細
さ
を
併
せ
持
ち
、
奏
者
の
心
の
状
態
を
よ

く
表
わ
し
ま
す
。
自
分
を
一
番
素
直
に
表
現
で
き
る
と
い
う
の
が
尺
八
の
魅

力
で
す
。
」
石
垣
さ
ん
は
高
校
時
代
、
友
人
の
家
に
あ
っ
た
古
い
尺
八
を
吹
こ

う
と
し
た
際
、
全
く
音
が
出
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
し
く
て
、
尺
八
を
始
め
た
と

の
こ
と
で
す
。
大
学
で
本
格
的
に
尺
八
に
取
り
組
み
、
卒
業
後
一
時
、
会
社

勤
め
も
し
ま
し
た
が
、
尺
八
に
対
す
る
熱
い
思
い
は
断
ち
難
く
、
離
職
し
て
、

山
本
邦
山
先
生
に
師
事
。
そ
の
後
、
郡
山
賞
や
と
や
ま
賞
な
ど
数
々
の
賞
を

受
賞
。
新
し
い
邦
楽
界
の
旗
手
と
し
て
積
極
的
な
演
奏
活
動
を
続
け
て
い
ま

す。

「
富
山
の
自
然
・
山
・
水
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
よ
く
曲
を
作
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
故
郷
富
山
は
私

に
多
く
の
も
の
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
」取

材
の
折
、
忙
し
い
時
間
を
さ
い
て
の
尺
八

と
琴
の
み
や
び
や
か
な
心
の
こ
も
っ
た
演

奏
に
、
石
垣
夫
妻
の
温
か
さ
と
優
し
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
「
今
後
も
ひ
た
す
ら
吹

き
続
け
て
い
き
た
い
。
」
と
い
う
石
垣
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
美
し
い
日
本
の
心
を
奏
で
て

い
き
ま
す
。

文化庁芸術祭賞受賞



情熱がいっぱい.ノ若さ、笑顔、
第1固富山県高等学校産業教育フェア開催

高
校
職
業
科
の
活
動
成
果
を
発
表
し
、
産
業
教
育
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
第

一
回
富
山
県
高
等
学
校
産
業
教
育

フ
ェ
ア
が
、
昨
年
の
十
二
月
十
四
、
十
五
日
の
両
日
、
県
民
会
館

地
下
展
示
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
工
業
、
商
業
な
ど
六
つ
の

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

二
十
八
校
、
百
点
余
り
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
工
業
科
の

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
ヵ
ー
や
獅
子
舞
ロ
ボ

ッ
ト
を
は
じ
め
、
農
業
科

の
花
や
野
菜
の
展
示

・
即
売
、
衛
生
看
護
科
の
血
圧
測
定
の
研
究

な
ど
大
変
好
評
で
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
情
熱
あ
ふ
れ
る
生
徒
た
ち

の
作
品
や
活
動
を
熱
心
に
見
入
り
、
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
科
や
商
業
科
で
は
各
高
校
に
よ
る
研
究
発
表
も
行

わ
れ
、
会
場
は
終
日
若
い
熱
気
に
包
ま
れ
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

2 

チューリップで、
富山をPR

3 

TOYAMA NOW in原宿'91
~ハートフルパーティfrom富山~

全
国
か
ら
若
者
が
集
う
街
、
東
京
・
原
宿
。
こ
の
原
宿
の
街
角

に
色
と
り
ど
り
の
富
山
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
出
現
。
新
し
い
富
山

の
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
し
よ
う
と
昨
年
の
十
二
月
二
十
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
の
問
、
「
T
O
Y
A
M
A
N
o
w
-
n
原
宿
1
ハ

ー
ト
フ
ル
パ
ー
テ
ィ
f
r
o
m
富
山
i
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
、
富
山
か
ら
届
い
た
二
万
本
あ
ま
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

が
原
宿

・
表
参
道
を
彩
り
、
街
行
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

二
十
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
点
灯
式
に
続
い
て
、
原
宿
少
年
少
女
合
唱
団
が
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
披
露
。
ま
た
、
ミ
ス
エ
キ
ス
ポ
に
よ
る
グ
エ

キ
ス
ポ
と
や
ま
博
。
の
P
R
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
終

了
後
、
フ
ラ
ワ
ー
フ
ル
&
ハ

l
ト
フ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、

「
音
と
光
の
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ

l
」
を
は
じ
め
楽
し
い
シ
ョ

l
の
数
々

に
、
参
加
者
は
う
っ
と
り
と
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。



みんなで描いた夢・希望~開幕に向け熱気ムンムン~
わたしたちの壁画'92・開催

富
山
県
内
の
小
中
学
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
先
生
や
友
達

と
協
力
し
、
作
り
あ
げ
た
大
作
を

一
堂
に
展
示
す
る
「
わ
た
し
た

ち
の
壁
画
幻
展
」
が
昨
年
の
十
二
月
二
十

一
日
か
ら
今
年
の

一
月

三
十

一
日
ま
で
、
県
立
近
代
美
術
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
壁
画
展
は
今
回
で
十

一
回
目
。
郷
土
の
自
然
や
学
校
生
活、

未
来
社
会
な
ど
を
テ
l
マ
に
、
素
材
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
大
画
面

が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
で
県
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
の

作
品
が
出
展
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

十
二
月
二
十

一
日
の
開
会
式
に
は
、
約
四
百
人
の
児
童
が
参
加

し
、
制
作
児
童
を
代
表
し
て
、
大
沢
野
町
小
羽
小
学
校
の
那
智
君

と
水
本
君
が
壁
画
完
成
ま
で
の
苦
労
や
感
動
を
つ
づ

っ
た
作
文
を

朗
読
し
ま
し
た
。
こ
の
後
の
壁
画
の
鑑
賞
で
は
、
館
内
の
あ
ち
こ

ち
か
ら
「
わ
あ
l
す
ご
い
」
と
い
う
声
が
あ
が
る
な
ど
、

子
供
達

は
楽
し
そ
う
に
作
品
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

4 

第

一
回
ジ

ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ
富
山
犯
の
閉
幕
ま
で
あ
と
二
0
0

日
と
な

っ
た
昨
年
の
十
二
月
二
十
三
日、

富
山
と
高
岡
で
記
念
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
富
山
会
場
は
、
中
央
通
り
「
さ
ん

ぽ
l
ろ
」
北
陸
銀
行
前
広
場
で
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
衣
装
を
つ

け
た
「
サ
ン
タ
バ
ン
ド
」
に
よ
る
J
E
T
テ
ー
マ
曲
の
演
奏
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
落
語
家
の
三
遊
亭
良
楽
さ
ん
の
軽
妙
な
司
会
に
よ
る

「
J
E
T
も
の
し
り
ク
イ
ズ
」
や
、
ミ
ス
エ
キ
ス
ポ
富
山
や
ジ
ェ

ッ

ト
君
と
の
記
念
撮
影
会
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
勇
壮
な
「
福
光
も
ち
つ
き
太
鼓
」
も
披
露
さ
れ
、
っ
き

た
て
の
お
も
ち
が
回
り
を
囲
ん
だ
買
物
客
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
の
会
場
と
な
る
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド

で
は
工
事
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
閉
幕
に
向
け
、

一
段
と
雰
囲
気
が
盛
り
上
が

っ
て
き
ま
し
た
。

エキスポとやま博開幕200目前記念イベント・開催
一一喜劇酪
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議鉱業誘



項
目

(
若
者
の
定
着
・
流
入

臼
富
山
の
く
す
り

。

献

血

女
性
の
就
業
・
能
力
開
発

食

料

供

給

下

水

道と

緑

校

教

育レ
U

学

習

非

行

駐

車団

6 

県
政
世
論
調
査
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
が
県
政
や
日
常
の

問
題
に
ど
の
よ
う
な
関
心
や
期
待
を
持
っ
て
い
る
か
を
把
握
し
、

県
政
推
進
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
県
内
各
地
域
の
成
年
男
女
千
二
百
人
を
対
象
に
次
の

項
目
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

(
回
収
率
は
7
6
・
3
%
で
九
百
十
六
人
)

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

若者の定着・流入
「若者の感性にあった都市環境を整備することをあげる人が4割と最も多くなっていま

す。また、20歳代では「リ ゾート地やスポーツ・レクリェーション施設の整備」を望む人

が最も多く 6割余を占めています。

可富山県
で
は
、
何
を
重
視
す
れ
ば
若
者
の
定
着
・

流
入
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

(
3
つ
以
内
)

若
者
の
定
着
・
流
入
の
た
め
重
視
す
る
こ
と

40 (%) 

40.1 

21.9 

2l.5 

20.6 

17.8 

17.5 

17.0 

若
者
の
定
着
・
流
入
の
た
め
重
視
す
る
こ
と

上
位

5
項
目
(
年
齢
別
)

(%) 

位 2 位 3 位 4 イ立 5 イ立

リゾー卜地やス 若者の感I性来にあ 商業 ・サービス 交通機関の整備 高等教育機関の

20~29歳
ポーツ・レクリ った都市境の 業の振興 充実

エーション施設 整備
の整備 61.0 42.6 41.1 23.4 22.0 

リソート地やス 若者の感性にあ 商業・サービス 高充等実教育機関の 交通機関の整備

30~39歳
ポーツ ・レクリ った都市環境の 業の振興
エーション施設 整備
の整備 43.7 35.9 29.9 28.1 25.7 

若者の感性にあ 先端技導術産業の リソート地やス 高充等実教育機関の 交通機関の整備

40~49歳
った都市環境の 育成入 ポーツ ・レ施クリ
整備 エーション設

44.7 32.9 の整備 31.1 28.5 26.8 

若者の感性にあ 総合的な住環境 先端技導術産業の 専門学校 ・専修 高充等実教育機関の

50~59歳
った都市環境の の整備 育成入 学校の設置
整備 地域環境づくり

46.6 25.6 24.4 22.2 21.6 

若者の感性にあ 総合的な住環境 イメージアップ 高等教育機関の 専門学校 ・専修

60歳以上
った都市環境の の整備 戦略 充実 学校の設置
整備

30.9 27.5 26.5 24.5 23.0 

7 

3l.7 

30 

10.8 

25.2 

23.7 

20 10 。
商業、文化、嬉楽などの集まる、若者の感性にあ
った都市環境を整備する

リゾート地やスポーツ ・レクリエーション施設を
整備する

大学の誘致や大学の学部 ・学科の拡充など高等教
育機関の充実に努める

情報関連サービス、デザイン ・ファッションなど
の商業 ・サービス業の振興を図る

メカトロニクス産業などの先端技術産業の育成導
入を図る

気軽に大都市へ行けるよう、交通機関を整備する

住宅、道路、下水道などの総合的な住環境を整備
する

都会の人々に富山県をよく知ってもらい、たくさん訪れ
てくれるよう、多彩なイメージアップ戦略を展開する

若者の意見が反映され、他世代との多様な交流が
展開できる地域環境づくりに努める

専門的な技術が習得できるような専門学校 ・専修
学校などを設ける

郷土の良さを教える教育を充実する

地場産業(銅器産業・薬業など)や農林水産業の
振興に努める

若者のサークル、団体等への加入を促し、若者の
連携した地域活動の促進に努める

そ

わ

他

l¥ な

の

、り力、



女性の就業・能力開発l[CJ 
女性が職業を持つことについて、 49'.6%と県民のほぼ半数の人が、職業を持ち、結婚、

出産、介護などで一時期家庭に入るにしても、再び職業を持つべきだと答えています。こ

のために企業には「育児休業制度」や「女子再雇用制度」を、また行政に対しては「老人

ホームの整備や介護サービスの充実」や rパートタイマーの労働条件の引き上げの啓発」

を望む人が多くなっています。さらに「就職のための研修や相談機会の充実」を望む人も

同じくらい多く、このための職業訓練や講習としては「パソコン、ワープロの操作などに

関すること」が一番多くなっていました。

女性が職業を持つことに対する意識
(%) U
 

女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、
働
く
女
性
が
増
え
鳴

い
ま
す
。
(
昭
和
印
年
富
山
県
の
女
性
就
業
率
臼
・

品

%
、
全
国

5
位
)

あ
な
た
は
、
女
性
が
職
業
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て

ど
う
思
い
ま
す
か
。

〈全 体)

今回調査

昭和61年度
調査

(男性〉

今回調査

昭和61年度
調査

〈女性〉

今回調査

昭和61年度
調査

〈年齢別〉

20 -29歳

30 -39歳

40 -49歳

50 -59歳

Eヨ

冨重

「男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
や
「
青
児
休
業
法
」

の
制
定
な
ど
女
性
の
社
会
進
出
を
支
援
す
る
体
制
が

整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
、
女
性
が
職
業
に
つ
き
、
長
く
働
い
て

い
く
た
め
に
、
企
業
や
行
政
に
ど
ん
な
こ
と
を
要
望

し
ま
す
か
。
(
そ
れ
ぞ
れ

2
つ
以
内
)

圃あなた
は
、
女
性
の
た
め
の
職
業
訓
練
や
講
習
を

行
う
場
合
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
か
。

ー
・
企
業

へ
の
要
望

(常)(令官)
(竹) 一一

わ特そ

女
性
、か
職
業
に
つ
き
、

長
く
働
く
た
め
の

企
業
や
行
政
へ
の
要
望

男性

-女性
(訴)

(%) 

50 

昇
進
の
男
女
差
を
な
く
す

(古体) 令体
6/ (前)(許)

力、

~hJ 

女
性
の
た
め
の
職
業
訓
練
や
講
習
に

必
要
な
こ
と

の

E
・
行
政
(
県
・
市
町
村
)
へ
の
要
望

な

男性

掴E女性

男性

-女性

ど
に
関
す
る
こ
と

パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ
操
作
な

わ

か

ら

な

l' 

1
 

1
し

わ

力、

な
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体

-
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体
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体
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全
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体

f

川
比

全
市
川

帆
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回

全
日

目

的・
引
車

、r』
nu

n

t

国
百

1

恥
が
川
田

生川

m
m

関
す
る
こ
と

新
し
い
商
昂
や
技
術
の
開
発
に

得
に
関
す
る
こ
と

医
療
保
険
請
求
事
務
者
等
)
取

各
種
費
格
(
情
報
処
理
技
術
者
、

代
行
な
ど
に
関
す
る
こ
と

福
祉

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
家
事

の

他

そ

特

な

l' 

な

し1

デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
こ
と

9 

の

他

こ
と
ど
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る

旅
行
企
画
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
な

と外
交
、
セ
ー
ル
ス
に
関
す
る
こ

他

そ

(訴)(訴)

266264298(訴)
229203207(前)

す
め
る
よ
う
啓
発
す
る

職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
を
す

ど
の
操
作
に
関
す
る
こ
と

工
作
機
械
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な

す
る
企
業
と
し
て
も
保
育
所
を
整
備

貸
金
の
男
女
差
を
な
く
す

設
の
充
実
を
図
る

勤
務
形
態
に
合
わ
せ
た
保
育
施

す
る
ご
と

居
頭
に
お
け
る
商
晶
販
売
に
関

の
た
め
の
情
報
提
供
を
図
る

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
就
業

機
会
を
増
や
す
な
ど
支
援
施
策

就
職
の
た
め
の
研
修
や
相
談
の

る
こ
と

簿
記
、
会
計
事
務
な
ど
に
闘
す

守，
，5
 

n
rL 

る枠
(
年
給

・
職
域
等
)
を
広
げ

も
っ
と
中
高
年
女
性
の
雇
用
の

(訴)
nU
 

4
 

内
喝

U

職
場
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介
の
機
会
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溜
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新
規
就
職
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の
た
め
の
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面
を
整
え
る

給
休
暇
を
付
与
す
る
な
ど
待
遇

パ
ー
ト
タ
イ
マ
労
働
者
に
も
有

を
引
き
上
げ
る
よ
う
啓
発
す
る

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
労
働
条
件

用
制
度
を
採
用
す
る

業
で
再
雇
用
さ
れ
る
女
子
再
雇

の
た
め
に
退
職
し
て
も
同
一
企

す
る
育
児
休
業
制
度
や
、
育
児

0
育
児
の
た
め
に
一
定
期
間
休
業
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30 

20 

円
H
U
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へ
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|
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サ
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ホ
ー
ム
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学校教育県政への要望
を育むこ とを重視すべきだと しています。

H
H
 

こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習
社
会
に
お
け
る
学
校
教
育

で
は
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
重
視
す
れ
ば
よ

い
と
お
考
え
で
す
か
。

(4
つ
以
内
)

半数以上の人が「他人の気持ちを思いやる心」県政について、県民が最も力を入れてほしい望んでいるものは 「高齢化対策」で、 34・3

%と県民のほぼ3人に 1人が昨年に引き続きあげています。一方、 「物価・ 消費生活」が第

6位と大きく後退しました。

学
校
教
育
に
つ
い
て
重
視
す
べ
き
資
質
・
能
力

切
札

J4，1 
1
 
5
 
3
 
4
 
5
 
3
 

5
 
4
 

Fhυ 

(%) 

50 

30 

40 

置いま県
の
施
策
で
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
わ
れ

る
の
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

県
政
へ
の
要
望

上
位
問
項
目

)は昨年調査結果

高

齢

化

対

策

リ

工

|

シ

ヨ

ン

ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク

声M司

ナ

校

自
然
環
境
の
保
全

(
高
速
道
路
を
含
む
)

道

路

整

備

物
価

・
消
費
生
活

総

合

雪

対

策

北

陸

新

幹

線

下

水

道

の

整

備

社

.6. 
zェ

34.3 
(;14，4) 

(%) 

30 

n
u
u
 
l
 

20 

17，9 17，9 18，2 

F
L
司
け
u

・1
 
1
 

anu--1
 
2
 

4
 

n
h
H
u
--

20 

円
H
U

県
政
へ
の
要
望
を
年
齢
別
に
み
る
と
、
叩
歳
代
で
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
」
が
、
加
歳
代
で
は
、「社
会
福
祉
」

が、

相
歳

代
以
上
の
中
高
年
代
で
は
、
「
高
齢
化
対
策
」

が
そ
れ
ぞ
れ
第

1
位
を

占
め
て
お
り
、
年
代
に
よ
っ
て
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
(
要
望
優
先
度
)

に
差
異
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
概
し
て
言
え
ば
、
昨
年
に
も
増

し
て
、
「
社
会
福
祉
」
や
「
医
療
・
保
健
衛
生
」
な
ど
全
般
的
に
高
齢

化
社
会
に
か
か
る
ニ
ー
ズ
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

(%) 

位 2 位 3 位 4 位 5 位

スレクポリ ーツ・ 観光開発 道(高速路道路整を含む備) 北陸新幹線/総合雪対策20-29歳 工ーンヨン
46.8 31.2 27.7 25.5 

30-39歳
社会福祉/下水道の整備 道(高速路道路整を含む備) 北陸新幹線

総 合雪対策

29.9 25.7 25.1 22.8 

40-49歳
高齢化対策 社会福祉 下水道の整備 総 合雪対策時野33.3 32.0 28.1 25.0 

50-59歳
高齢化対策 下水道の整備 社会福祉 給合雪対策 北陸新幹線

50.6 36.4 32.4 29.0 26.1 

60歳以上
高 齢化対策 社会福祉 下水道の整備 物価・消費生活 北陸新幹線

47.5 41.7 36.8 29.9 22.5 

11 

ぷm------!き 862 863 Hl H2 H3 

位
総合雪対策 総合雪対策 物価・消費生活 高齢化対策 高 齢化対策

46.8 37.8 43.9 34.4 34.3 

2 位
高齢化対策 高齢化社会 高 齢化対策 物価・消費生活 社会 福祉

31.4 33.4 33.1 32.2 31.1 

3 位 物価・消費生活
物価・消費生活 社会福祉 総合雪対策 下水道の整備

32.6 29.7 28.7 30.1 
北陸新幹線

社会福祉 北陸新幹線
4 1.立 27.0 

医療・保健衛生 社会福祉

27.5 29.2 28.4 24.5 

5 位
社会福祉下北陸水E新道幹整線備 下水道整備下水道の整備総合雪対策
26:.4 l' "27.'3-""-1 28.7 26.2 24.3 

教

1玄

同

県政への要望上位5項目 CS62--H3)

福

祉

県政への要望上位5項目(年齢別)



駆
け
ぬ
け
る

シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
い
て

大
自
然
の
中
を

白
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に

疾
風
、
か



。トピックス0現
在
、
日
本
は
世
界
有
数
の

「経
済
大
国
」

と
な
り
、

一
人
当
り
の
国
民
所
得
も
世
界
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
経
済
的

な
生
活
が
か
な
り
高
い
水
準
に
達
す
る
と
、
人

々
の
意
識
の
中
に
は
、
経
済
面
以
外
の
生
活
を

も

っ
と
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
強
く
な

っ
て
き
ま
す
。
労
働
時
間
の
短
縮
や
生
活
の
ゆ

と
り
を
求
め
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
そ
の
現
わ

れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

-豊かさ指数

県名 指数

① 東 京 109.2 

② 富山 108.8 

③ 香川 105.8 

④ 岡山 105.5 

⑤ 石川 105.0 

T
H
E
幻
平
成
3
年
ロ
月
号
に
「
高
齢
化
社

会
は
こ
わ
く
な
い
」
と
題
す
る
特
集
が
組
ま
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
老
後
の
居
場
所
が
人
生

を
左
右
す
る
と
し
て
、
「
老
人
に
や
さ
し
い
都
市
、

つ
め
た
い
都
市
」
の
県
庁
所
在
地
都
市
比
較
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
福
祉

・
医
療
、
安
全
、
気
候
、
暮
ら

し
、
物
価
の
5
分
野
を
幻
の
統
計
デ

l
タ
か
ら

み
た
も
の
で
、
「
富
山
」
が
堂
々
の
1
位
に
な
り

ま
し
た
。

個
々
の
分
野
で
は
、
降
水
日
数
、

気
温
等
を

基
礎
デ

l
タ
と
す
る
「
気
候
」
部
門
が
ワ
ー
ス

ト
ー
に
な
り
ま
し
た
が
、
住
宅
関
連
指
標
を
含

ん
だ
「
暮
ら
し
」
部
門
が
全
国
ベ
ス
ト
ー

に
な
っ

た
の
を
は
じ
め
、
「
安
全
」
「
福
祉
」
部
門
な
ど
も

全
国
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な

っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
中
で
、

老
後
を
本
当
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
都
市
づ
く
り
が
こ
れ
か
ら
の
キ

ー
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
だ
け
に
、
富
山
は
都
市
づ

「豊かさJr住みよさJ(こ関する

最近の諸統計について

先
頃
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

「豊
か
さ
」

や

「住
み
よ
さ
」
を
分
析
し
、
地
域
比
較
を
行

っ

た
諸
統
計
が
い
く
つ
も
の
調
査
機
関
等
か
ら
相

次
い
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
富
山
県
は
そ
の
い
F

ず
れ
の
統
計
に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の

「豊
か
さ
」
に
関
す
る
最
近

の
諸
統
計
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要

を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

¥? 

く
り
の
最
先
端
都
市
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

-老人にやさしい都市ベスト5

恥金生~、 aEcコh 福医祉療 安全 気候 暮しら 物価

①富山 58 13 14 7 12 12 

③徳島 57 14 10 12 10 1 1 

③大分 56 1 1 1 1 12 10 12 

③那覇 56 7 15 13 1 1 10 

⑤宮崎 55 13 9 1 1 9 13 

.r豊力、さJr住みよさ」に関する最近の諸統計

調査機関 指数・指標名 富山県順位

日本開発(平銀成行E 豊かさ指数 全国2位年12月)

日経産業(平消成費2研年究12所月) 暮らしやすさ指標 全国4位

週刊ダイ(平ヤ成モ3ン年ド1 豊かさ住県別みよさ 全国3位0月) ランキング

開)地域活(平性成化3セ年ン10タ月ー) '9N1幸IPせPOラNイ(暮フらし|環N境指数) 全国2位

THE(平2成1 老人にやさしい(富都山市市) 全国1位3年12月号)

国民生活(平白成書3 生活の豊かさ総合指標 全国3位
年11月)

①
「
豊
か
さ
指
数
」
全
国

2
位
富
山
県

こ
の

「豊
か
さ
指
数
」
は、

「所
得

・
時
間

・

空
間
の
ゆ
と
り
」
と
い
う
3
つ
の
基
礎
的
要
素

に、

「文
教

・
余
暇
活
動
」
、
日
常
の
暮
ら
し
の

「
安
心

・
安
全
」
の
指
標
を
加
え
た
5
つ
の
指

標

(
M
統
計
)
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
全
都

道
府
県
の
平
均
値
を
川
と
し
て
指
数
化
し
て
い

ま
す
。

①
「
豊
か
さ
総
合
指
標
」
全
国
3
位
富
山
県

「
東
京
と
地
方
|
ゆ
た
か
さ
へ
の
多
様
な
選

択
」
の
副
題
を
付
し
た
平
成
3
年
度
の
国
民
生

活
白
書
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
白
書
で

は
、
国
民
生
活
選
好
度
調
査
に
基
づ
い
て
、
東

京
圏
と
地
方
に
お
け
る

「豊
か
さ
」
に
対
す
る

意
識
の
違
い
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
生
活
分

野
を
「
住
む
」

「働
く
」
「
自
由
時
間
」

の
3
つ
に

分
け
、
新
た
に
開
発
し
た
「
生
活
の
豊
か
さ
総

合
指
標
」
と
い
う
尺
度
を
使
っ
て
、
都
道
府
県

比
較
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、

富
山
は
東
京
に
次
い
で
全
国
2

位
と
な
り
、
「
所
得

・
空
間
の
ゆ
と
り
」
と
「
安

心
・

安
全
」
の
面
で
優
れ
て
い
る
と
い
う
姿
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

③
「
ゆ
と
り
の
指
数
」
も
全
国

2
位

3
つ
の
ゆ
と
り
の
指
数
の
中
で
も
際
立
っ
て

高
い
の
が
「
空
間
の
ゆ
と
り
」
。
こ
の
指
数
は
住

宅
の
広
さ
や
都
市
機
能
整
備
状
況
を
指
標
と
し

て
お
り
、
そ
の
両
方
に
優
れ
る
富
山
県
が
全
国

1
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
所
得
の
ゆ
と
り
」
は
消
費
者
物
価
指
数
、

貯
蓄
額
、
県
民
所
得
等
で
比
較
し
た
も
の
で
、

指
数
山
・
4
の
全
国
9
位
と
上
位
に
入

っ
て
い

ま
す
。

「
時
間
の
ゆ
と
り
」
は
仕
事
や
運
動
時
間
、

ま
た
趣
味
・
娯
楽
時
間
の
長
さ
を
指
標
と
し
て

い
ま
す
。
自
由
時
間
が
や
や
少
な
く
、
指
数
削
・

1
で
全
国
H
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。

以
上
こ
れ
ら
3
つ
を
合
わ
せ
た
「
ゆ
と
り
指

数
」
を
み
る
と
、

富
山
県
は
川
・
5
で
全
国
2

位
と
な

っ
て
い
ま
す
。

14 

こ
の
中
で
富
山
県
は

M
・
7
で
、
山
梨
県
、

長
野
県
に
次
い
で
、
全
国
3
位
と
な
り
ま
し
た
。

③
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
て
い
る
富
山
県

公
害
の
少
な
さ
、

安
全
、
物
価
な
ど

9
項
目

か
ら
な
る
「
住
む
」

分
野
で
は
、
富
山
県
は
各

項
目
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
形
で
指
数
幻
・

6
と

全
国
1
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。

「
働
く
」
分
野
は
、
労
働
時
間
や
通
勤
時
間
、

転
職
の
し
や
す
さ
な
ど

9
項
目
か
ら
な
り
、
指

数
日
・
7
で
日
位
と
な

っ
て
い
ま
す。

「
自
由
時
間
」
分
野
は
、
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ

が
容
易
に
行
え
る
施
設
等
の
整
備
状
況
や
休
日

取
得、

教
養
娯
楽
費
な
ど

6
項
目
で
比
較
し
た

も
の
で
、
指
数
は
臼

・
4
で
ロ
位
と
な

っ
て
い

ま
す
。

富
山
県
は

3
つ
の
分
野
で
い
ず
れ
も
全
国
平

均
(
印
)
を
上
回
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
県
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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自民甥圏・
~~司司
課湾港

日本全園、全世界につながっている空と海。日本全国から、

世界の各国から、ありとあらゆるものがとやまに入ってきます。

人や、物それら全てが、海と空の玄関である港と空港を通るの

です。

港湾課では、とやまの顔である空港と港湾のもつ機能を充実

させ、国際化にも柔軟に対応できるように積極的に取り組んで‘

います。

，r
、、、，
Frマ

港
湾
課
で
は
、
環
日
本
海
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
伏
木
富
山
港
や
富
山
空
港
が
、
対
岸
貿
易
、
人

的
交
流
の
玄
関
口
と
し
て
、
今
後
よ
り
一
層
魅
力
あ

る
海
と
空
の
「
み
な
と
」
に
飛
躍
す
る
た
め
様
々
な

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
富
山
県
の
港
湾
と
空
港
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

特
定
重
要
港
湾
伏
木
富
山
港

床 冬美(ミスうおづ)
ての新込利放新まとし富かで港富 港の入重目
昭 一 産み用生港すな現 山ら、は山とだこり要の昭
和環業港し津は。つ在港港歌、新こけとす港特和
四と都湾た潟、富てのはと聖小港ろだでる湾定六
十し市で堀を旧山い姿、し大矢のでそす、と重十

大て伴部 三 、う。大は要 一
品4U明司~正利家川港伏で日型簡港年

一末用持のか木す本船単湾
期さが河ら富。海舶にの伏

a にれ越口成山 側の 言 指木
山 神て中港り港 で停う定富
通い国と立は は泊とを山
川る守し つ、 新が、受港
ののとてて伏 潟可常けは
1河だし発い木 港能時ま全
口そて展ま港 とな外し国
かう着しす、 こ大国たで
らで任た。富 こき船。十
分す当も伏山 のなが特 九
離 。時の木港 二 港出定番

器

レポーター

うだのの 間こもアい岸 のつ 三
でけ整大伏八の開、るを伏企て年
すで備型木百港設韓ほ結木業おに
。なを化富隻にさ国かぶ富約り開
く行に 山に入れ 等、定山九、港
、い対港もるてと東期港十富し
周、応でな 外い を南航に社山ま
辺港すはる固ま結ア路はが県し
の湾る今そ船すぶジが、立のた
環機外後うの 。定ア就日地主
境能港、で数ま期、航本し要背
整のの船すはた 航ロし海て 産後
備充整舶。年、路シて沿い業は
も実備 まで

d ............ 

進をや 一一一品h すあ 工

め図臨 4・・圃・・・・・・‘』。る業てっ港 占面区アつ爾 調圃邑 ア団
いて道 a九、 '~i・・・E ル地
くい路 . ;r: 週・・・E ミと
そく等 盤 司圃 E 等な

豊
わ
な
港
湾
空
間

a整
備

..フェリ ーの乗客のロ シア人の方と

港
湾
課
で

は
今
、
余
暇

ニ
ー
ズ
の
多

様
化
に
対
応

す
る
た
め
、

沿
岸
域
の
開

発
を
進
め
て

い
ま
す
s
そ

の

一
環
と
し

て
富
山
新
港

の
東
西
に
レ

ジ
ャ
ー
施
設

を
つ
く
る
計

早を私でとさ設べで平しン対ヨを博ミナ
く聞はしのせをてに成てグ応ツ創物ュ 」
実い、たこた完のは 二 いもすト造館 l を
現てお。とい成施す十までるやし等ジっ
さい話 年すきだボまをアく
せるし 点、 一← ま。るけ l す整ムる
てだ 網島 新でト。備は計

欲け 4轟轟翠圃・・・・・・・・・・h しはなま し 、画
しで 麗彊盟・・・・圃E・・・・・・h いなどた 、海で
いも 騒圃・・・・・醒照駅事曹司園・h タ くの 、日洋す
と楽 電・・・・・E仁 、下旬開邑イ 、海新本研
思し a・・・E照宮 r 宅プイの湊海修海
く a・開園田~F 1のベス公のセの 臨
まて a・r哩臨 時吋~~ ， ...~ マンボ共海ンプ
し 、 ~，，~ ド-泊隆 治怜輔 1) ト lマ洋タラ
ナこ a・・邑 <，\f~ 二 鴨 ゐI1 守、ソ 1) 文 l ザ

・崎 明曹 T~シグア|、 1 t.

をョ需ナの日日
目 ッ 要は拠本本
十旨ピに 、点海~ i毎

富
山
の
空
の
玄
関
口

画
が
あ
り
ま
す
。
西
側
に
は
海
の
貴
婦
人
「
海
王
丸
」

を
中
心
と
し
た
「
海
の
プ
ラ
ザ
・
日
本
海
ミ
ュ

l
ジ

ア
ム
」
を
、
東
側
に
は
日
本

一
の
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
県

に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
型
の

「
新
湊
公
共
マ
リ

l

富
山
空
港

は
、
全
国
唯

一
の
河
川
敷

空
港
で
、
昭

和
三
十
八
年

に
開
港
し
ま

し
た
。
そ
し

て
昭
和
五
十

九
年
に
は
、

年
々
増
大
す

る
航
空
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
滑
走
路
を
二
千
メ

ー
ト
ル
に
延
長
し
、
ジ
ェ

ッ
ト
機
が
就
航
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
富
山
空
港
に
は
、
東
京
便
、

名
古
屋
使
、

札
幌
便
が
就
航
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
は
、
対
岸
の
旧
ソ
連
、
中
国
、

韓
国
の
ほ
か
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
グ
ア
ム
な
ど
に
も
飛

ん
で
い
ま
す
。
富
山
空
港
の
利
用
者
は
年
々
増
え
て

お
り

(平
成
二
年
度
は
七
十
八
万
人
)
、
今
後
ま
す
ま

す
多
様
化
す
る
旅
客
ニ

l
ズ
に
対
応
す
る
た
め
港
湾

謀
で
は
、
東
京
へ
の
早
朝
便
の
実
現
や
大
阪
便
な
ど

国
内
線
の
開
設
、
そ
し
て
対
岸
諸
国
と
の
中
距
離
国

際
路
線
の
開
設
に
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

。

伏
木
富
山
港
や
富
山
空
港
は
、
ど
ん
ど
ん
整
備
さ

れ
発
展
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
港
湾
課
の
人
達
の
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
が
あ
る
か
ら
な
の
で
す
。
伏
木
富
山
港

や
富
山
空
港
の
国
際
化
が
進
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
私

達
は
外
国
を
も

っ
と
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う。

そ
ん
な
富
山
県
の
将
来
が
楽
し
み
で

す
。
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ふるさと
みてある

「こ

の
山
田
村
周
辺

は
、
気
候
的
に
は
涼
し

い
と
い
う
こ
と
と
、
土

が
赤
い
粘
土
質
の
畑
が

多
く
て
ね
。
じ
ゃ
が
い

も
の
栽
培
に
は
最
適
の

場
所
な
ん
で
す
よ
。
そ

れ
で
昭
和
五
十
五
年
頃

か
ら
村
を
あ
げ
て
ば
れ

い
し
ょ
の
栽
培
に
取
り

組
み
は
じ
め
た
ん
で
す
。
市
場
に
出
回
る
よ
う
に
な

っ

た
昭
和
六
十
年
以
降
は
、
お
中
元
用
と
し
て
買

っ
て
い

く
人
も
出
て
く
る
く
ら
い
、
評
判
も
よ
く
な

っ
て
き
ま

し
た
ね
。
」
こ
こ
数
年
は
、
需
要
に
生
産
が
追
い
つ
か
な

い
状
態
が
続
い
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。
「も
と
も
と
山
田

村
に
は
ス
キ

l
場
と
温
泉
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
冬
場
は

い
も
掘
り
起
こ
し
て
村
お
こ
し
|
牛岳いもまつり

E I I 
E I I 

牛
岳
温
泉
ス
キ

l
場
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
す
っ

か
り
定
着
し
た
「
牛
岳
い
も
ま
つ
り
」
。
昨
年
は
七
月
二

十
七
、
二
十
八
日
の
両
日
で
、
な
ん
と
五
千
人
も
の
人

出
が
あ
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
前
か
ら
山
田
村
の

「高

原
ば
れ
い
し
ょ
」
を
求
め
て
三
百
人
ほ
ど
が
列
を
つ
く

っ
た
と
い

う
。
五
キ
ロ
と
十
キ
ロ
入
り
の
箱
詰
め
約
三

百
五
十
箱
が
一
時
間
足
ら
ず
で
完
売
し
た
そ
う
だ
。
ニ

の
い
も
ま
つ
り
実
行
委
員
で
あ
る
産
業
建
設
課
の
山
崎

さ
ん
に
話
し
を
聞
い
た
。

人
が
来
ま
す
。
し
か
し
夏
場
に
は

こ
れ
と
い

っ
た
も
の
が
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
ち
ょ
う
ど
夏
が
収
穫
時
期

に
な
る
ば
れ
い
し
ょ
を
使

っ
た
イ

ベ
ン
ト
を
考
え
た
ん
で
す
よ
。
」し

か
し
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
村
外
か

ら
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
に
来
て

h
F

ん

も
ら
う
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
「
村

課
耐

の
人
た
ち
の
連
帯
感
を
強
め
て
も

鵠
附
ら
う
た
め
に
企
画
し
た
ん
で
す
よ
。
」
と
山
崎
さ
ん
は
言

産

山

う
。
実
際
こ

の

「い

も
ま
つ
り」

に
は
農
協
や
商
工
会
、

青
年
固
な
ど
四
百
人
以
上
の
村
民
が
関
わ

っ
て
い
る
。

山田村の概要

人口 2，262人(12月1日現在、県人口統計調査より )
面積 40.92km' 
かつて老猿が傷をいやしたといわれる山田温泉や牛岳温泉など、
静かでゆっく りできる温泉のほか、県内随一のナイター設備を誇る
牛岳温泉スキー場な ど、 スキーといで湯が売り物の山里である。

と事とともかっず来んルニ ‘ く 「 での岳ら生
なおん何らとつらでぺ l ・・・・圃盟国I~圃-阻園田圃幽 れ村作合 ユ 、た
すア客がか 、んプれすンク ・・・・~\l'r:lIÆ・・nー・・・ るのつ間 i 面 ち
ごイ様で思アがレる 。ルな ...  '!量r• . iピ霊園 円切司・・E が 人 たをス臼と
くデにすいルでゼん今 l 名 ・・・4・1蝿E奇遺墨・.'1・・・ でがこ・みハない
暖ア対 」。出 ぺ すンで年 ト 前 園園町轟，亙遇制 姻 ・E す、け・つ イ つっ
か与す山をン 。 トす のにが ・・・・..-:7"益事11;.;，1霊童'1・・E 。林し・けラてし
い牛る岸作ル せしが 夏行つ 姐o.r_ヨ.";，.・・・・・ だのはてンしょ
気岳 サさ つ | つ よ 、にくい ・圃..必.'.姐曙r炉開・・・ー か中 、はドもに
持こ | んてトかうこもおて ・・・..U 芳 、富￥帯電司- らに大彫 i三 てな
ち けビ の 、だくかの東客い ...選議.-1温込;皇 {司・・置 い落小るふ」。つ
にしス 、帰け山と人京さる ~.週.-，ヨE霊遁温ヨ・・E ろち含と去とて
な 」 精自 つ じ田思たかん 4・・...習...週.J選量温凋・・ー んとめ の豆話ち
るの神然てやにてちらがこ ・・・面画..&，K".T司・司臨調・・置 なるてこ;すよ
か表がをもな泊 、に 三 よこ ーーーーーー』且幽_._一一一一一一 形雑ざと 1 の つ
ら情マ愛らしま今箸千くは 企一つ一つ顔がちがうはしおき の 木 つ だ出はこ
不を ッ すえにら ー 置五泊立と道んる 体け作りい木木をとが工ベ彫
思見チるた、れ生き百ま山い 7 L-，お ー し ら ま ろのが拾百 、7 ご つ
議てし 気 らこん懸を 人 ら黒 つ 7 銀か体にれすい種あて五 三 r..... 二 て
だいた持とこが命 ー ほれ部た 7 河み 「はたよ ろ類るき十年仕 亡 み
る見ち思でや作つどるアユ 」 鉄さ怒 ー こ」。あもして体問事牛た

ア
フ
タ
ー
ス
キ
ー
に
よ
し
、

湯
治
に
も
ま
た
よ
し

牛岳温泉健康センター

平
成
二
年
十
月
、
牛
岳
の
ふ
も
と
に
牛
岳
温
泉
健
康

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
露
天
風
呂
な
ど
八
種
類

の
お
風
呂
が
楽
し
め
る
浴
槽
の
他
に
、
仮
眠
室
や
喫
茶

ル
l
ム
を
備
え
た
浴
場
と
、
休
憩
施
設
と
し
て
山
田
温

泉

「玄
猿
楼
」
か
ら
移
築
し
た
「
不
老
閣
」
(
県
の
建
築

百
選
に
指
定
)
が
あ
り
、
総
工
費
は
約
八
億
円
。

「富
山
と
か
高
岡
の
方
に
も
お
風
呂
を
メ
イ
ン
に
し
た

レ
ジ
ャ
ー
施
設
は
あ
り
ま
す
け
ど
、
あ
あ
い
う
所
は
騒

が
し
く
て
ど
う
も
、
と
い
う
お
年
寄
り
が
多
く
県
内
各

地
か
ら
来
ら
れ
ま
す
ね
。
」
と
話
す
の
は
セ
ン
タ
ー
の
役

川
さ
ん
。
「
と
に
か
く
こ
こ
は
、
交
通

の
便
が
悪
い
と
い

う
地
理
的
条
件
が
あ
る
か
ら
、
普
通
の
温
泉
施
設
だ
け

で
は
人
は
来
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
静
か

で
夜
景
も
美

し
い
と
い

っ
た
か
環
境
の
よ
さ
。
を
売
り
物
に
し
て
い
る

ん
で
す
。
」

記
者
も
実
際
温

泉
に
つ
か

っ
て
み

た
。
い
ろ
ん
な
お

風
呂
が
楽
し
め
る

浴
槽
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、

レ
ス
ト

ル
ー
ム
や
ラ
ウ
ン

ジ
な
ど
、
と
に
か

く
ゆ

っ
た
り
と
し

た
ス
ペ
ー
ス
に
な

「
去
年
は
、
村
は
補
助
金
だ
け
出
し
て
、
祭
り
の
企
画

に
つ
い
て
は
各
団
体
に
任
せ
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
皆

さ
ん
俄
然
や
る
気
を
出
さ
れ
ま
し
て
ね
。
」
昨
年
は
じ
め

て
企
画
し
た
「
も
の
ま
ね
シ
ョ
|
」
な
ど
も
大
盛
況
。

た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
た
。
「今
年
も

ユ
ニ
ー
ク

な
企
画
を
盛
り
こ

み
ま
す
よ
。
」
今
年
の

「
い
も
ま
つ
り
」

も
楽
し
い
も
の
に
な
り
そ
う
だ
。

ユ
ニ
ー
ク
な

「
牛
岳
こ
け
し
」
が

お
客
さ
ん
を
お
出
迎
え

牛
岳
ユ
l

スハイランド

山
岸
清
志
さ
ん

県
内
随
一
の
ナ
イ
タ
ー
設
備
を
誇
る
牛
岳
温
泉
ス
キ

ー
場
。
そ
ニ
の
た
く
さ
ん
の
ロ
ッ
ジ
の
中
に
、
雑
木
に

顔
だ
け
が
彫
ら
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
こ
け
し
が
出
迎
え
て

く
れ
る
と
ニ

ろ
が
あ
る
。

「も
と
も
と
彫
刻
の
趣
味
ち

ゃ
な
か

っ
た
が
で
す
け

ど、

三
年
ほ
ど
前
に
、
こ
こ
に
林
間
学
校
に
来
た
小
学
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っ
て
し

る。

オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
月
に
四
、
五
回
は

来
て
い
る
と
い
う
八
尾
町
の
林
さ
ん
は
、
「
建
設
関
係
の

仕
事
を
し
て
ま
し
て
、
腰
と
か
腕
の
神
経
痛
が
ひ
ど
か

っ
た
が
で
す
け
ど
、
こ

こ
へ
来
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら

だ
い
ぶ
楽
に
な
り
ま
し
た
ね
。
」と
言
う
。
実
際
神
経
痛

や
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
湯
治
に
来
る
人
も
多
い
そ
う
だ
。

「
や
は
り
お
年
寄
り
に
は
ゆ

っ
く
り
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
行
く
行
く
は
こ
こ
を
宿
泊
施
設
に
し
て
、
県
内
す

べ
て
の
お
年
寄
り
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
施

設
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
ね
。
ま
た
牛
岳
ス
キ

l
場
の

リ
フ
ト

一
日
券
が
あ
れ
ば
半
額
で
入
浴
で
き
ま
す
か
ら
、

回

若
い
方
に
も
ど
ん
ど
ん

厭

利
用
し
て
も
ら
い
た
い

川

で
す
ね
。
」
役
川
さ
ん
の

au
 
同

温
泉
に
か
け
る
想
い
は
、

村

沸
き
立
つ
温
泉
よ
り
熱

ゆ

'

企

い
c
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冬道は、積雪や凍結で非常

に滑りやすくなっていること

に加え、降雪時や吹雪の時に

は視界不良になるなど、危険

がいっぱいです。チェーンを

着装していても、決して油断

をしてはいけません。次のこ

とをよく理解して慎重に運転

しましょう。

。

雪
道
で
は
、
必
ず
冬
用
タ
イ
ヤ
を
全
輪

に
装
着
す
る
か
、
ま
た
は
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー

ン
(
駆
動
輪
)
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

。

ス
リ

ッ
プ
事
故
の
原
因
の
第
一
は
、
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
で
す
。
特
に
、
カ
ー

ブ
地
点
や
右
左
折
す
る
と
き
に
注
意
し
ま

し
ょ
、
っ
。

。

急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
発
進
、

急
加
速
な
ど
は
禁
物
で
す
。
ス
リ

ッ
プ
し

思
わ
ぬ
方
向
へ
進
み
、
大
き
な
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。

。

圧
雪
や
凍
結
し
た
路
面
で
の
ブ
レ
ー
キ

は
、
タ
イ
ヤ
を
ロ

ッ
ク
し
な
い
よ
う
、
数

回
に
わ
け
て
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
ポ

ン
ピ
ン

グ
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
は

お
早
め
に
ノ
.

申
告
期
限
間
近
に
な
る
と
税
務
署
の
窓
口
が
混
み
合

い
、
長
時
間
待
た
さ
れ
た
り
、
落
ち
着
い
て
相
談
が
で

き
な
か

っ
た
り
し
ま
す
。
確
定
申
告
は
早
め
に
済
ま
せ

キ
ナ
し

ょ、
っ
。

-R所得
税
、
贈
与
税、

住
民
税
、
個
人
事
業
税
の
申
告
期
限
は
「
3
月
日
日
」

で
す
。

所
得
税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、

①
事
業

を
営
ん
で
い
る
人
、
不
動
産
を
売
っ
た
人
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
所
得
が
基
礎

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給

与
の
年
収
が

1
千

5
百
万
円
を
超
え
る
方
、
又
は
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
お
万
円
を
超
え
る
方

③
個
人
か
ら
贈
与
を
受
け

た
財
産
の
合
計
額
が
印
万
円
を
超
え
る
方
な
ど
で
す
。

住
民
税
、
個
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
さ
れ
れ
ば
、
市
町
村
、
県
へ
の
申
告
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

女
消
費
税
(
個
人
事
業
者
)
の
申
告
期
限
は

「
3
月
引
日
」
で
・す
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、
個
人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
で
、

前
々
年
の
課
税
売
上
額
が
、

3
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者
の
方
で
す
。

-
な
お、

手
続
き
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い

。

富
山
税
務
署

高
岡
税
務
署

魚
津
税
務
署

砺
波
税
務
署
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全
国
に
誇
る
富
山
の
冬
の
魅
力
を
「
富
山
の
冬
川
選
」
と
し
て
選
定
し、

広
く
全
国
に

P
Rす
る
こ
と
に
よ
り
、
富
山
県
の
冬
季
観
光
の
振
興
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
お
気
に
入
り
の
富
山
の
冬
の
風
景
、
昧
覚
、
冬
の
楽
し
み
な
ど、

全
国
に
紹
介
し
た
い
、
富
山
な
ら
で
は
の
冬
の
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
ご
応
募
下

さ

応
募
要
領

郵
便
ハ
ガ
キ
に
、
推
薦
す
る
冬
の

「
魅
力
」
の
名
称
及
び

そ
の
内
容
(
印
字
程
度
)
、
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
作
品
は
一
人
何
点
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
ハ

ガ
キ
一
枚
に
つ
き
一
点
と
し
ま
す
。

締

め

切

り

平

成

4
年

3
月
引
日

(当
日
消
印
有
効
)

送
付
及
び
問
合

せ

先

干

9
3
0

富
山
市
新
総
曲
輪

1
の
7

富
山

県
観
光
通
商
課
内
富
山
県
観
光
連
盟
「
富
山
の
冬
川
選
」
募
集
係

告

0
7
6
4
・
引
・

4
1
1
1
(内
線

3
6
8
5
)

花と緑と冬の
フzスティパル

「富山の冬100選」に選定された方の中から抽
選で~10万円の旅行券(1人)を始めとしたステキ
なプレゼントを差し上げます二

富旅行券(10万円)
圃県内ホテル・旅館ペア宿泊券

・立山黒部アルペンルートペア乗車券

(立山崎黒部湖問往復)

.黒部峡谷鉄道ペア乗車券(往復)

1人

2組

(
プ
レ
ゼ
ン
ト
)

-E翠.te'_重量富由

単調になりがちな冬の県民生

活のなかに、花と縁を生かした

彩り豊かで安らぎのある生活ス

タイルを提案するとともに、県

民の緑化意識の高揚を図るため

次のとおり、第2回花と緑の冬

のプ工スティパルを開催します。
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O

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
花
の
展
示

。
花
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
講
演
会

O
と
や
ま
花
と
緑
の
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
の
展
示
等

例
花
と
緑
の
銀
行

8
0
7
6
4
・
印
・

2
4
2
5

期

日

平

成

4
年

2
月
日
日
出
か
ら

η
日
何
ま
で

場
所
富
山
県
民
会
館

(1
階
ロ
ビ
ー
他
)

内
容
O

と
や
ま
で
育
成
さ
れ
た
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
展
示

問
合
せ



技
術
専
門
学
院
で
は
、
働
く
皆
さ
ん
の
た
め
の
各
種
能
力
開

発
セ
ミ
ナ
ー
(
技
能
講
習
会
)
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

(
監
督
者
の
パ
ワ
l
・
ア
ッ
ヲ
講
座
V

O
訓
練
内
容

企
業
の
創
造
革
新
、
上
手
な
部
下
の

扱
い
方
、
人
材
育
成
の
心
得
、
企
画
力

と
創
造
性
開
発

O
定
員

加
名

富
山
県
立
近
代
美
術
館

企
画
展

今月は下記のコースを実施しま1九

能力開発セミナー
開講のお知らせ

-・・・・・・・画調区‘箇置=坦冨=:Ii函

現在活躍中のアートディレクタ-20
名の作品約100点を展示。
Btl護側E展覧 E盟里1&温坦i?'JI司園陸E置函-=-

瀧口修造のデカルコマニー(転写法)

作品全100点のほか、ジョアン・ミ口と
の共同制作による詩画集な どを展示。

富山県立近代美術館で

は、収蔵作自のなかか

ら日頃紹介する機会の

少ない作目を次の3つ
のコーナーで展示しま

す。

-司UL~駐車ill1義這E踊鴻慧櫨儲問・J::Ii~

若手作家の登竜門として知られる日

本現代美術展、日本国際美術展の受賞

作品などを展示。

期間 2月8日(土)-3月29日(日)
観覧料一般200円高大生160円

小中生100円
ft0764・21・7111問合せ

0
開
催
日

平
成

4
年

2
月

μ
日
間

j
m日
働

0
時

間

げ

時

特

介

i
m時
佑
介

0
問
合
せ
先
一

T
m富
山
市
向
新
庄
初

2
0
7
6
4
・
引
・

8
8
0
2

富
山
県
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
「
オ
ル
ビ
ス
」
で
は
、

毎
月
第

2
金
曜
日
夜

6
時
半
か
ら
、

「
志
の
輔
倶
楽

部
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
熱
烈
な
フ
ァ
ン
に
支

え
ら
れ
て
お
国
も
の
口
演
を
実
施
。
回
を
重
ね
る

ご
こ
に
増
々
円
熟
味
あ
ふ
れ
る
志
の
輔
の
落
語
と

多
彩
な
ゲ
ス
卜
を
迎
え
て
の
卜
l
ク
シ
ョ
ー
で
思

第1田富山県高等学校産業教育フェア(-15日)
第21回富山県花き品評会(~ 15 日)

人権週間記念講演会

い
き
り

2
時
間
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

2
月
の
ゲ
ス

ト
は
宇
奈
月
町
の
雪
ん
子
劇
団
で
す
。

2
月
刊
日
、

マ
リ
エ
と
や
ま

7
階
オ
ル
ビ
ス
に
て
入
場
料

2
5

0
0
円
全
席
自
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
富
山
県
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
オ

ル
ビ
ス
ま
で

2
0
7
6
4
・
何
・

4
5
3
1

12月12日

12月14日

第43回愛の年末児童大会
いきいき富山冬の旅観光キャンペーンスタート

(ー3月15日)

12月15日

富
山
県
内
に
お
け
る
平
成

3
年
の
薬
物
事
犯
で
の
検
挙
者
は
∞
人
で
前

年
の

2
倍
以
上
と
な
り
、
押
収
薬
物
も
覚
せ
い
剤
を
始
め
、
コ
カ
イ

ン、

ヘ
ロ
イ

ン
、
乾
燥
大
麻
と
、
種
類
、
量
と
も
、
過
去

の
記
録
を
塗
り
か
え

る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
更
に
大
き
な
変
化
は
、
一
般
人
の
、
し
か
も
、
若
者
に

よ
る

薬
物
乱
用
の
急
増
で
す
。

興
味
本
位
の
薬
物
乱
用
は
危
険
で
す
。
薬
物
の
乱
用
に
二
度
だ
け
:
・」

は
、
決
し
て
通
用
し
ま
せ
ん
。
「
一
度
」
は
「
全
て
」
を
捨
て
る
こ
と
に
値

し
ま
す
。
「薬
物
は
絶
対
に
駄
目
/
」
と
言
え
る
勇
気
が
、
あ
な
た
や
家
族

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

薬
物
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
、
ご
相
談
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
ま
た

は
、
総
合
相
談
室

(
0
7
6
4
・吃・

0
1
1
0
)
へ
、
ご
連
絡
下
さ
い

。
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昨
年

5
月
、
法
律
の
盲
点
を
つ
い
た
暴
力
団
の
資
金
源
活
動
の
規
制
等

を
盛
り
込
ん
だ
「
暴
力
団
対
策
法
」
が
成
立
し
、
こ
の

3
月
に
施
行
さ
れ

ま
す
。

こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
る
と
、
県
の
公
安
委
員
会
の
指
定
し
た
暴
力
団

の
組
員
が
、

O

口
止
め
料
を
要
求
す
る
。

0
寄
付
金
や
賛
助
金
を
要
求
す
る
。

O
建
設
工
事
の
下
請
け
を
要
求
す
る
。

O
み
か
じ
め
料
や
用
心
棒
代
を
要
求
す
る
。

O
金
銭
の
貸
付
け
を
要
求
す
る
。

O
住
宅
、
土
地
の
明
渡
し
を
要
求
す
る
。

0
商
品

の
欠
陥
等
を
理
由
に
損
害
賠
償
と
し
て
金
品
を
要
求
す
る
。

等
の
「
グ
レ

ー
ゾ

ー
ン
の
行
為
」
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
行
為
に
あ
わ
れ
た
ら
、
急
い
で
最
寄
り
の
警
察
に
ご

相
談

下
さ

い
。

日 日霊 場 所 時 間

日 小杉町r/ ¥'スコ」ショッヒ。ンクゃセンター前 10:00-15・30

7 土 砺波市「となみプラザ」前 1 0 : 00 -15 : 30 

9 月 福光町役場前 1 0 : 00 -15 : 30 

14 土 富山西武デパー卜前 10:00-16・。。

/1 /1 魚津市サンプラザ前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

15 日 富山西武デパー卜前 1 0 : 00 -1 6 : 00 

23 月 城端町役場前 1 0 : 00 -15 : 30 

28 土 八尾町「ララエイ卜」ショッヒ。ンクーセンター前 10・00-15:30

百貨街頭献血日程

※富山県赤十字血液センター(富山市牛島本町)では、毎土曜日

の午後も開所し(祝祭日除)、献血を受付け しています。
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富山県遊具デザインコ ンクール審査会

快適なトイレ推進セミナー

TOYAMA NOW 1 N原宿 '91(~25 日)
わたしたちの壁画展(~2月2日)
若者21世紀懇話会
富山県警察本部庁舎起工式

12月19日
12月20日

12月21B 
12月26日
1 ~ 10日
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一
県
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p
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ふ
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と
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あ
る
記
/
山
田
村

p
m
一
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

-
表
紙
撮
影
/
/
滝
川
邦
彦
(日
本
写
真
家
協
会
会
員
)

と
や
ま
ス
ノ
ー
ピ
ア
l
ド
犯
の
「
雪
の

ふ
れ

あ
い
市
」
が
一
月
十
五
日
、
富
山
市
大
手
モ
ー

ル
市
民
プ
ラ
ザ
前
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ー

ム
や
バ
ザ
ー
ル
、

も
ち
つ
き
大
会

な
ど
楽
し
い
催

し
物
が
行
わ
れ
、

会
場
は
終
日
、

多
く
の
家
族
づ

れ
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

ES五回調扇面白l4F..I
富山県支通事政相談所東別館1階

宮(0764)31-4111内4400

-・li;院I・E・f?'司・・
覚
談

ゆ

・
相

判
〔U

法

な

化
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商
ん

ル
川

質
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。
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悪

、
す
二
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と
ま
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題
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じ

心

問

剤

応

市

庭

い

も

叩

家
せ
に

宮

-哩IJ~.lc::l・E・f:='膏
高齢者や家族の心配ごと、
悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター

富山市舟橋南町5-14
社会福祉会館内

ft (0764) 4 1 -4 1 1 0 

-~1~';:相周回瞳4・R・
消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ピル内

(一般相談は)

宮 (0764)32-9233
(金融相談は)

告 (0764)33-3252
消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766f25-2777

-・・・・・且宅._;彊同.恒E唖-..F.ヨ・・・・・・
室

高岡地方県民相談室
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M風
景
M
Z

創
造
す
3
器

大
門
町
陶
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「
匿
の
里
」

魚津地方県民相談室

-・・・・・E初.r.i.四E・iUlJ園・・・・・・
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話ください。

宮 (0120)16-7400(県庁界民生活課内)

砺波地方県民相談室

県わらのホヴトニヱース見て、聞いて、ご意見をお寄せください。

副首厩i込
・北日本、富山、読売、北陸中目、

朝日、毎日

毎月第E、最終土曜日

「県からのお知らせ」

EM即日間剛陶E
.FMとやま
「ふれあいホットライン」

県内各地力、らホットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日 AM9 : 30~9 :35 

4 
・チューリップテレビ 毎週土曜日AM9:30-9:45
「志の輔・陽子のふるさとトーク」
・北日本放送毎週日曜日AM11 : 00-11 : 30 
「こんにちは富山県で‘す」※翌日同時間再放送

2/2 気軽に冬のスポーツ
2/8 ぬくもりのある学校給食
己/16 ふるさとの歴史館
2/23 冬の生活に花と緑を

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9 : 0o~9 : 3o 
r112万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」
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-
牛
岳
温
泉
健
康
セ

ン
タ
ー
を
取
材
し

た
時
の
こ
と
。
記
者
も
取
材
を
か
ね
て

入
浴
す
る
こ
と
に
な
り
、
露
天
風
呂
の

写
真
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
湯
に
つ
か

っ
て
い
た
男
性
客
に
、
「
写
真
と
ら
せ
て

も
ら
え
ま
す
か
U

と
言
っ

た
と
た
ん
、

仕
切
り
の
向
こ
う
か
ら

「エ

l
ッ
」
と

い
う
カ

ン
高
い
女
性
の
声
と
、
そ
そ
く

さ
と
上
が
っ
て
い
く
音
。

私
、
何
か
悪
い
こ
と
し
た

?
(
T
)

・
富
山
新
港
の
取
材
で
は
、
傘
が
役
に

立
た
な
い
よ
う
な
雨
と
風
の
中
で
写
真

を
撮
る
こ
と
に
な
り
、
失
敗
を
覚
悟
し

て
い
ま
し
た
が
、

幸
い
う
ま
く
撮
れ
て

い
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
寒
い
中
協
力

し
て
下
さ

っ
た
皆
様
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
天
気
も
味
方
に
し
な
け
れ
ば
と

つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

(
A
)

女
尺
八
や
琴
な
ど
自
分
に
と

っ
て
あ
ま

り
馴
染
み
の
な
い
楽
器
な
た
め
に
、
考

え
込
む
よ
う
な
質
問
ば

っ
か
り
し
て
し

ま
い
、
石
垣
夫
妻
に
は
大
変
申
し
訳
な

い
こ
と
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
ん
な
小
生
に
絶
え
ず
笑
顔
で
応

じ
、
心
の
こ
も

っ
た
演
奏
ま
で
し
て
い

た
だ
い
た
お
二
人
に
、
何
と
も
言
え
な

い
大
き
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
や
は
り

一

流
の
人
は
ス
ケ
ー

ル
が
違
い
ま
す
。(

M
)
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富山市新総由輪ト7(県庁内)
宮 (0764)31-4111附)
31-3131 (県民相談電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
包 (0766)2ト9411舵)
魚津市新宿10-7(総合庁舎内)
宮 (0765)24-5311杭)
砺波市幸町ト7(総合庁舎内)
宮 (0763)33-5151悦)

巻
く
風
景
に
同
化

さ
せ
よ
う
と
す
る

か
の
よ
う
で
あ
る
。

意
匠
は
そ
の
技
工

に
走
ら
ず
、
次
代

の
か
風
景
。
を
歴

史
の
中
に
学
ぼ
う

と
し
た
。
ガ
ラ
ス

戸
に
映
る
も
の
を

取
り
込
ん
で
、
自

ら
そ
の
風
景
と
な

り
つ
つ
あ
る
一
群

の
建
築
は
、
二
十

一
世
紀
に
ど
ん
な

風
景
を
創
出
し
て

く
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

我
々
は
時
と
し
て
、

新
世
紀
が
始
ま
り
さ
え
す
れ
ば
そ
れ
だ
け

で、

様
々
な
「
報
告
書
」
が
描
く
よ
う
な
世
界
が
広
が
る
よ
う
に

思
い
が
ち
だ
が
、
昨
日
が
今
日
を
つ
く
っ
た
よ
う
に
、
常
に
未
来

は
過
去
・
現
在
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
瓦

と
い
う
産
業
が
あ
り
、
陶
芸
を
継
承
し
て
き
た
土
地
の
文
化
を
見

つ
め
な
が
ら
、
そ
れ
を
次
代
の
文
化
の
種
子
に
育
て
よ
う
と
し
た

町
当
局
の
眼
力
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
建
築
は
あ
く

ま
で
も
器
で
あ
る
。
そ
の
器
が
粗
悪
で
は
論
外
だ
が
、
美
し
く
焼

き
上
が
っ
た
器
に
ど
ん
な
料
理
を
盛
る
か
、
ど
ん
な
美
酒
を
注
ぐ

か
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
づ
く
り
に
か
か
っ
て
い
る
。
器
に
負
け
ぬ

運
営
に
期
待
し
た
い
。

著
名
大
家
が
つ
く
る
美
術
器
は
と
て
も
日
常
使
え
ぬ
か
、
土
地

の
名
工
が
つ
く
る
器
に
は
郷
土
料
理
が
よ
く
似
合
う
。
願
わ
く
ば
、

そ
ん
な
建
築
に
出
会
い
た
い
。

写
真
/
風
間
耕
司
(日
本
写
真
家
協
会
会
員
)

文
責
/
岡
田
順
一

(富
山
エ
デ

ィ
タ
|
サ
ロ

ン
会
員
)



省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動
は
、
限
り
あ
る
地
球
資
源
や
環
境
を
守
り
、

ひ
い
て
は
、
私
だ
ち
の
生
活
を
守
る
と
て
も
大
切
な
運
動
で
す
。

あ
な
た
の
小
さ
な
「
省
エ
ネ
」
の

ω掛
け
が
大
き
な
省
エ
ネ
効
果

を
生
み
ま
す
。

うが語九

-暖房温度はひかえめにf

.お出かけは、浴車やパスでf

・リサイクルの気持ちを大切にf

"、、

2

は、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す
。 動管王まJt.キ-=t?::.8-

浴槽にはこまめにふだをし、続けて入浴しまし

ょう。

⑤不用時には節電を/

電灯、テレビ、暖房器具等はこまめに消し、不

用時の節電に努めましよう。

⑥外出時には電車やパスの利用を/

冬場の道路は危険がいっぱい。出来るだけ公共

受通機関を利用しましよう。

⑦太陽の恵みを/

冬でも太陽が出ればとても暖かくなります。天

気の良い日は太陽熱を十分に取り入れ、暖房エネ

ルギーを節約しましょう。

①室温は200Cを目途に調整を/
暖房温度を1.C下げれば、このひと冬原油換算
で一家庭当たり約19リットル、日本全体で約77万
キロは分のエネルギーの節約になります。

②部屋の保温にl山掛けを/

カーテンを厚手の物にし、天井から床までたら

しだり、カーペットを穀いたりし、保温にl山掛け

ましょう。

③暖房機器のお手入れを/

ストーブは燃焼部分の掃除を。ファンヒーター

やエアコンは、工戸フィルターを二週間に一回く

らい掃除しましよう。

④お風呂の上手な使用を/

FIRST JAPAN EXPOSITION IN TOYAMA '92 
第1回ジザにンエキスポ富山'92
会期/平成4年7月10日⑥-9月27日(日)80日間会場/県民公園太閤山ランド

平成4年2月号広報とやま


